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５
月
中
旬
か
ら
７
月
末
に
か
け
て
、
市
役
所
本

庁
舎
内
の
部
署
の
職
場
再
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
階
が
変
わ
っ
た
部
署
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意

下
さ
い
。

○
総
務
部
職
員
課
は
４
階
で
す

○
福
祉
部
福
祉
総
務
課
は
４
階
で
す

○
総
務
部
管
財
課
管
財
係
・
庁
舎
管
理
係
は
４
階

で
す

○
税
務
部
資
産
税
課
は
６
階
で
す

※
な
お
、
そ
の
他
に
も
防
災
課
や
広
報
広
聴
課
広

報
係
は
同
じ
３
階
の
中
で
場
所
が
変
わ
る
な
ど
、

一
部
移
動
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

�問
管
財
課
庁
舎
管
理
係
�
７
２
４
・
２
１
６
５

都
庁
副
知
事
室
で
要
望
す
る
寺
田
市
長
（
左
か
ら
５
人
目
）、
中
里

市
議
会
議
長
（
左
か
ら
４
人
目
）、
伊
藤
市
議
会
副
議
長
（
左
か
ら
３

人
目
）
、
渋
谷
都
議
会
議
長
（
右
端
）
、
河
合
都
議
（
右
か
ら
２
人
目
）、

谷
口
都
議
（
右
か
ら
３
人
目
）
と
福
永
副
知
事
（
右
か
ら
４
人
目
）

８
月
２
日
、
寺
田
市
長
は
、
市

議
会
の
中
里
議
長
、伊
藤
副
議
長
、

町
田
市
選
出
の
渋
谷
都
議
会
議

長
、
谷
口
、
河
合
都
議
会
議
員
と

と
も
に
、
都
庁
に
多
摩
島
し
ょ
振

興
対
策
担
当
の
福
永
副
知
事
を
訪

ね
、来
年
度
の
予
算
編
成
に
対
し
、

町
田
市
と
し
て
８
項
目
の
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
内
容
の
概
略
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
１
）
公
園
緑
地
対
策
事
業
に
つ

い
て①

公
園
緑
地
の
用
地
買
収
に
対

す
る
都
費
補
助
の
継
続
に
つ
い
て

②
市
内
に
残
る
貴
重
な
樹
林
地
の

公
有
化
を
図
る
際
の
保
存
樹
林
地

等
公
有
化
資
金
貸
付
制
度
廃
止
に

代
わ
る
新
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

③
都
立
小
山
田
緑
地
の
用
地
取
得

促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

（
２
）
市
内
幹
線
道
路
の
整
備
促

進
等
に
つ
い
て

①
市
内
の
幹
線
道
路
で
あ
る
都

道
（
町
田
街
道
、
鎌
倉
街
道
、
藤

沢
街
道
、
芝
溝
街
道
、
鶴
川
街
道
）

の
整
備
に
つ
い
て
②
み
ち
づ
く
り

・
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

（
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
７
号

線
道
路
築
造
事
業
）
の
予
算
措
置

に
つ
い
て
③
す
い
す
い
プ
ラ
ン

（
交
差
点
改
良
事
業
）
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
④
一
般
都
道
町
田
日

野
線
（
第
１
５
６
号
線
）
宿
通
り

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま

し
た
。

（
３
）
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対

す
る
東
京
都
の
資
金
援
助
に
つ
い

て
①
小
野
路
西
部
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
に
対
す
る
東
京
都
の
資

金
導
入
に
つ
い
て
②
市
施
行
区
画

整
理
事
業
（
忠
生
、
鶴
川
駅
北
）

に
対
す
る
都
補
助
金
の
増
額
に
つ

い
て
③
組
合
施
行
区
画
整
理
事
業

に
対
す
る
都
補
助
金
の
増
額
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
。

（
４
）
交
番
の
新
設
拡
充
に
つ
い

て
人
口
急
増
地
域
の
防
犯
対
策
の

た
め
、
南
町
田
駅
前
や
、
高
ヶ
坂

地
区
の
交
番
設
置
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

（
５
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
病
院
の
開
設
許
可
に
つ
い
て

多
摩
地
域
に
皆
無
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
病
院
（
３
０

０
床
）
を
相
原
・
小
山
土
地
区
画

整
理
事
業
の
中
の
文
化
厚
生
ゾ
ー

ン
に
建
設
す
る
た
め
の
開
設
許
可

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

（
６
）
雨
水
調
整
池
の
法
的
位
置

付
け
と
保
全
の
た
め
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

雨
水
調
整
池
保
全
の
た
め
、
早

急
な
法
整
備
と
既
設
調
整
池
確
保

の
た
め
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
要

望
し
ま
し
た
。

（
７
）
都
営
山
崎
４
号
団
地
内
に

お
け
る
小
学
校
建
設
用
地
の
運
動

広
場
及
び
遊
び
場
と
し
て
の
継
続

使
用
に
つ
い
て

現
在
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
各
種
大

会
の
会
場
と
し
て
多
く
の
団
体
が

年
間
を
通
し
て
有
効
利
用
し
て
い

る
小
学
校
建
設
用
地
の
継
続
使
用

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

（
８
）
相
原
・
小
山
土
地
区
画
整

理
事
業
区
域
内
小
学
校
予
定
地
の

購
入
に
つ
い
て

こ
の
地
域
の
小
学
校
は
、
小
山

小
学
校
で
す
が
、
開
発
計
画
を
考

慮
す
る
と
早
急
に
小
学
校
を
建
設

す
る
必
要
が
あ
り
、
用
地
譲
渡
を

要
望
し
ま
し
た
。

要
望
し
た
事
項
は
、
い
ず
れ
も

都
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
も
の
や

都
・
国
の
補
助
率
の
高
い
も
の
、

都
か
ら
国
へ
働
き
か
け
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
ど
、

都
の
支
援
や
協
力
が
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
市
長
、
市

議
会
、
町
田
市
選
出
の
都
議
が
一

体
と
な
っ
て
都
に
対
し
て
要
望
し

た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
と
も
な
い
、
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
二
つ
の
施
設

が
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�問
高
齢
者
介
護
課
�
７
２
１
・
３
１
３
６

○
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ハ
ピ
ネ

ス
せ
り
が
や
」

市
内
で
は
４
番
目
の
介
護
老
人

保
健
施
設
で
す
。
医
療
法
人
社
団

・
伊
藤
病
院
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
と
も
に
併
設
さ
れ
、
病

院
・
診
療
所
と
家
庭
と
の
間
に
位

置
付
け
さ
れ
た
中
間
施
設
で
、
こ

の
秋
に
開
設
予
定
で
す
。

身
体
的
・
精
神
的
機
能
障
害
に

よ
り
日
常
的
に
介
護
が
必
要
な
高

齢
の
方
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
態
に
あ
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
も

と
に
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
家
庭

生
活
に
復
帰
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

所
在
地
は
、
原
町
田
四
丁
目
３３

ー
２７
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
４
階
建
。療
養
室
、機
能
訓

練
室
、
相
談
室
、
食
堂
、
浴
室
な

ど
が
あ
り
、定
員
は
１
０
０
人
。そ

の
う
ち
、
短
期
入
所
が
３０
床
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
は
２０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
入
所
施
設
を
利
用
で
き
る

方
は
、
介
護
保
険
で
要
介
護

１
〜
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で

す
（
入
所
施
設
以
外
は
、
要

支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
も
利

用
で
き
ま
す
）。

申
し
込
み
は
「
ハ
ピ
ネ
ス

せ
り
が
や
」（
�
７
３
９
・

５
７
１
１
）
へ
。

○
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
陽
だ
ま
り
の
家
町
田
」

こ
の
施
設
は
市
内
で
は
初

め
て
の
、
痴
ほ
う
性
の
高
齢

者
が
共
同
で
生
活
す
る
「
痴

ほ
う
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
」
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
共
同
生
活
を

行
い
、
入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事
の

介
護
な
ど
、
日
常
生
活
上
の
世
話

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
施
設
で
す
。

「
陽
だ
ま
り
の
家
町
田
」
は
、

（
株
）
東
京
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
設

置
し
た
も
の
で
、
所
在
地
は
真
光

寺
町
３
２
７
ー
３
。
利
用
定
員
は

９
人
で
、
入
所
対
象
者
は
介
護
保

険
で
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受

け
、
痴
ほ
う
が
あ
り
、
共
同
生
活

を
送
る
こ
と
に
支
障
の
な
い
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
料
は
、
家
賃
や
食

費
、
光
熱
水
費
な
ど
で
月
々
１６
万

５
千
円
程
度
か
か
り
、
そ
の
他
介

護
保
険
の
利
用
者
負
担
（
一
割
負

担
）が
か
か
り
ま
す
。
詳
細
は「
陽

だ
ま
り
の
家
町
田
」（
�
７
３
７

・
１
７
０
７
）
へ
。

ハ
ピ
ネ
ス
せ
り
が
や
完
成
予
想
図

陽だまりの家町田

本紙は古紙配合率70％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

市長、市議会、町田市選出の都議会議員が

東京都に対し８項目を要望
市市
役役
所所
本本
庁庁
舎舎
内内
のの
職職
場場

再再
配配
置置
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた

市
内
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
や

公
園
緑
地
対
策
事
業
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
対
応
の
施
設
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

「
ハ
ピ
ネ
ス
せ
り
が
や
」「
陽
だ
ま
り
の
家
町
田
」

� 市市のの将将来来都都市市像像

多摩丘陵にはばたく
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